
平成３０年１月定例教育委員会会議録

平成３０年１月７日 定例熊谷市教育委員会を熊谷スポーツ文化公園・彩の

国くまがやドーム体育館 1階控室２に招集する。

○ 出席者

野原 晃、本塚 雄一郎、西山 富由紀、齋藤 洪太

○ 出席事務局

教育次長 正田 知久

教育総務課長 鯨井 敏朗

学校教育課長 中谷 樹

社会教育課長 鶴田 敏男

中央公民館長 森田 安彦

文化センター所長 田中 博

教育総務課副課長 丸山 浩子

教育総務課主幹 増田 彩子

教育総務課主査 大木 俊

１１時３５分 定例教育委員会開会
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平成３０年１月の定例教育委員会を開会します。

本日、加藤委員さんは、御都合により欠席でございますが、昨年

の１２月２１日をもって教育委員会委員の任期満了となりましたこ

とから、加藤委員さんには、市議会の同意を経て、２２日付けで再

任ということで、市長から任命辞令をお渡ししたところでございま

すので、御報告をいたします。

日程第１(報告第１－１号）寄附申出について

事務局の説明をお願いします。

ふるさと納税「熊谷教育の推進のため」として、１４件、３５万

円の寄附申出がありました。

まず、今日お配りした資料で、こちらの写真のものですが、「たつ

がしら」「りゅうず」とも呼ばれるものでございまして、葬儀の際に

竿の先につけ、葬列を組むというところで使われたものです。

様より寄贈いただきました。最近では、葬

列を組んで亡くなった方を送る習慣が消えてしまって、使われなく

なったということで、寄贈を受けたものでございます。

次に、 様より、現金２００万円を熊谷図書館に頂戴を

いたしました。熊谷市立図書館で使ってほしいとのことで、２００

万円頂戴したものでございます。以上でございます。
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日程第１(報告第１－２号）１月教育委員会行事予定について

事務局の説明をお願いします。

本日の成人式は、大変お疲れさまでした。おかげさまで無事おご

そかに執り行うことができました。ありがとうございました。

本日の成人式の出席者の状況について速報値を報告いたします。

対象者は２，０７５人、出席者１，５８０人、出席率で申し上げま

すと、７６．１４％でございます。昨年が、７８．５２％で、例年

に比べ突出していましたが、本日は、ほぼ例年どおりとなりました。

保護者はどうでしたか。

保護者は、８３８名、昨年は８０６名でしたので、３０名ほど増

えております。

日程第２（議案第１号）鎌倉町公民館の廃止について

事務局の説明をお願いします。

議案第１号 鎌倉町公民館の廃止について御説明いたします。９

ページをお願いいたします。

本議案につきましては、平成２９年１０月３０日付けで、鎌倉公

民館長から当公民館の廃止に関する要望書が教育長あてに提出され

たことによるものでございます。廃止の理由といたしましては、平

成３０年３月３１日で任期の切れる館長１名と主事２名の後任が見

つからないこと、それから、公民館対象区域住民の減少と高齢化が

進み、鎌倉町だけでは、公民館の事業の継続が困難と判断されたこ

とによるものでございます。鎌倉町公民館につきましては、昭和

２４年に設立され、市内でも古い歴史を持つ公民館ですが、拠点と

なる建物はなく、現在は石上寺南側の宇佐稲荷神社境内集会所、又

は中央公民館を活動場所としております。中央公民館でも、歴史あ

る鎌倉町公民館の存続をお願いし調整を図ってまいりましたが、地

元自治会、商店街とも、公民館存続は困難との判断であり、平成

３０年３月３１日をもって、鎌倉町公民館を廃止し、４月１日より

は、鎌倉町を隣接する本町公民館の対象区域に組み入れて、公民館

活動を行うものとするものです。なお、受け入れ側の本町公民館に

つきましても、了解を得ております。よろしく御審査いただきます

ようお願いいたします。

今の議案ですが、いろいろ調整の結果ということですが、廃止と

いうことでよろしいでしょうか。

（異議なし）

では、本件は原案のとおり可決といたします。
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日程第２（議案第２号）熊谷市立小・中学校職員服務規程の一部を

改正する訓令について

事務局の説明をお願いします。

県の学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び同規則の一部

改正に伴い、熊谷市立小・中学校職員服務規程の一部を改正するも

のです。全体としましては、１０ページを御覧ください。内容につ

いて説明申し上げますと、大きく２点となります。１点目は、育児

休業承認請求書の様式の差し替えです。資料１９ページを御覧くだ

さい。これが、新様式となるわけですが、変更点は、非常勤職員の

育児休業については、現行の決まりですと、１歳６か月までとなっ

ていましたが、改正後は、必要と認められる場合は最長２歳までと

なります。このことに対応すべく文言の修正がなされています。こ

の１９ページの請求書の書式の各表の記入欄については、なにも変

わりはなく、下の脚注の中の注意書きの４番目の「又は２歳までの」

という文言が追加されたのが大きな変更点です。新旧対照表は、

２６ページにございます。書式としては、先ほどの「２歳」という

のが加わったところが、変更部分です。なお現在熊谷市には、対象

となる非常勤職員はいません。この先出てきたときにこのルールを

適用していくことになります。

２点目の改正については、これは県の条例規則の改正とは直接の

関わりはありませんが、今回の改正に併せて教職員の特別休暇にお

ける子育て休暇、家族介護休暇、短期介護休暇を取得する際の様式

を別紙のとおり、休暇願簿と制定する案でございます。別紙は、資

料の１１ページからです。１１ページは子育て休暇願簿、１４ペー

ジが、家族介護休暇願簿、１６ページが、短期介護休暇願簿でござ

います。これまでは、願簿ではなく、休暇願で１回１回の休暇を取

る形になっていたのですが、これを手続きの効率をあげていくため

に、願簿に統一するという案でございます。様式の制定に伴いまし

て、これまでの条文や様式の番号等を整理して、先ほどの１０ペー

ジで示したものです。以上大きく２点につきまして、御審査くださ

いますようお願いいたします。

県の条例規則改正に伴うものでございますが、いががですか。

「休暇期間何日、何時間」とありますが、これの受け皿となる就

業規則等では、時間単位休暇に、取り組まれているのですか。

時間単位で取るケースもあります。

１時間でも３時間でも、時間で取れるのですね。

取る場合も事例としてあります。

わかりました。



時間でもとれるということですね。それでは、よろしいですか。

（異議なし）

では、本件は原案のとおり可決といたします。

日程第２（議案第３号）熊谷市立文化センター条例施行規則の一部

を改正する規則について

日程第２（議案第４号）熊谷市立図書館条例施行規則の一部を改正

する規則について

議案第３号と第４号は関連がありますので、一括議題といたしま

す。

２９ページの議案第４号から先に御説明させていただきたいと

思います。

熊谷市立図書館条例施行規則の一部を改正する規則でございま

すが、３０ページの新旧対照表を使いまして御説明をさせていただ

きます。右側が現行の規則、左側が改正案でございます。平成３０

年の４月から、熊谷図書館につきまして、土日祝日の閉館時刻を、

現在の午後５時から午後７時まで延長することといたしました。こ

れは、熊谷図書館につきましては、立地条件がよく、土日祝日の閉

館間際も大変多くの利用者がいることからです。そのための改正で

ございます。第３条第１項第１号でございますが、左側改正案では、

熊谷図書館午前９時から午後７時までといたしました。さらに第３

号を追加いたしまして、大里図書館、妻沼図書館及び江南図書館は、

これまでどおり午前９時から午後７時、利用日が国民の休日並びに

日曜日及び土曜日に当たるときは、午後５時までと追加をして改正

するものでございます。

また、次の第２１条でございますが、右側の現行を御覧いただき

ますと、「館長に事故があるときは、次長がこれを代理し」とござ

いましたが、こちらの次長という職につきましては、熊谷市教育委

員会部局の職員の職名に関する規則では、既に廃止された職名でご

ざいましたので、こちらの職を削除するものでございます。次に戻

りまして、２７ページの議案第３号でございます。こちらは、熊谷

市立文化センター条例施行規則の一部を改正する規則でございま

すが、次の２８ページの新旧対照表で御説明申し上げます。右側が

現行、左側が改正案でございます。右側の第３条第３項に、先ほど

と同様に、「次長は、上司の命を受け、館長を補佐するとともに、

館の事務及び業務を担当する。」とございますが、こちらにつきま

しても、既に熊谷市教育委員会部局の職員の職名に関する規則で廃

止された職でございましたので、こちらを削除するものでございま
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す。併せまして、一番下の第４条につきましても、次長の職につき

まして削除するものでございます。よろしく御審査くださるようお

願いいたします。以上でございます。

議案第３号、議案第４号については、お認めいただけますでしょ

うか。

（異議なし）

では、本件は原案のとおり可決といたします。

日程第３（その他）森村誠一氏寄贈「森村誠一文庫」等概要につい

て

説明をお願いします。

前回の教育委員会で、森村誠一氏からの著書等の寄贈につきまし

て御報告をさせていただきましたが、その後の報告でございます。

受入れ日が、１１月６日でございました。６日にお伺いいたしまし

て、森村先生から御指示のあったものを持ち帰らせていただきまし

た。点検しました結果、総数では、２,４３２点でございます。こ

ちらには、前回申し上げましたが、森村先生の著作４０４タイトル

を単行本や新書、文庫それぞれいろいろな形で出されました合計

が、１,５００点余りございまして、その他に先生が執筆された雑

誌その他ペン先、大学ノートなどを頂きました。３２ページを御覧

いただきたいと思います。上のお写真が森村先生の御自宅の書庫で

ございます。これらの作品を相当数頂いてまいりました。一番下に

ありますのが、映画等の作品の大学ノートでございます。複雑な人

間関係などがメモされている大変貴重なノートでございます。これ

らにつきまして、４月、文化センターが開館しましたら、企画展を

開催し、市民の皆様に御覧をいただきたいと考えております。以上

でございます。

何かありますか。

この対象の書籍等々に関しまして、ＩＣタグの添付はしますか。

こちらにつきましては、貸出しをしないので、ＩＣタグはつけま

せん。

コンピュータ上の管理データとしては、存在するのですか。

所蔵品として管理してまいります。

検索すればわかるが、ただ、貸出しはしないということですか。

利用者の方が、図書館の検索をした中には含めないで、絵画等と

一緒の所蔵品としての管理をさせていただきたいと考えておりま

す。

リニューアルはちょっと先になりますけれども、森村誠一コーナ
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ーで展示したときに、そこで「この本は（借りられますか）。」と言

われた時には、担当者が、借りられる本を分かるように御案内する

ような方法にしていきたいと考えています。

他の場所にあるものをということですね。

頂いたそのものを貸出しはできないですけれども。少し、後にな

ると思いますが。

借りられるものも一部あるということですか。

頂いたその本自体は借りられませんが、別の同じ本を貸し出すと

いうことです。

既に熊谷図書館では、一角なんですが、森村先生の図書を集めた

コーナーを設けてございますので、そちらの本は、自由にお借り頂

くことができます。

本を借りたいという人が、今後でてくるかもしれません。

ノートなど、どうやって見せるかということです。

ガラスのケースに入れたりするところもあります。

この写真（森村氏自宅にあったころの状況）のようになっていれ

ば見せられるが、めくったりすれば、傷んでしまう。

承諾がもらえれば、アップできるかもしれません。

写真にするなど、森村先生とも御相談していきます。

ノートがあるということを見たいのではなくて、どんな内容が書

いてあるのかに興味があります。

近づいて見たいと思いますよね。

文化財を何とか発信をしたいということで、本物ではなくレプリ

カを作って見せるという方向になっています。技術が発達して、レ

プリカが作れるようになりました。

文化財センターにも、レプリカがあります。

今、電子書籍が流行っていますから、正にページをめくるように

できます。

それができると一番いいと思います。研究します。

ありがとうございました。

事務局は他に報告事項がありますか。

熊谷市教育委員会の点検・評価について御説明させていただきた

いと思います。

教育委員会の点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律の趣旨に則り、効果的な教育行政の推進に資するとともに、

市民の皆様への説明責任を果たすため、毎年実施し、報告書にまと

めています。

１１月から１２月にかけて２回の有識者会議を開催し、有識者の



方から伺った御意見を踏まえて、教育委員会の点検・評価報告書を

作成中です。

作成中の報告書案を本日お配りしましたので、御覧ください。

それでは、内容について簡単に説明させていただきます。

はじめに、全体についてです。

今年度は、５年間の教育振興基本計画の最終年度です。このため、

今年度の評価に加え、５年間の総合評価をしています。

また、各ページに記載されています数値は、１２月１日現在のも

のです。ところどころ、まだ数値が確定していない箇所があり、そ

の旨記載してありますが、２月までには記入します。

次に、主な事業について御説明いたします。

最初に、１０ページ、１１ページを御覧ください。開かれた学校

づくりについてです。現在、コミュニティ・スクール推進校として、

小学校６校、中学校６校の合計１２校、全体の２７パーセントが、

学校運営協議会を設置しています。学校運営協議会では、学校運営

の基本方針を承認したり、学校の教育活動について意見を述べたり

する活動が行われました。今後も順次移行し、平成３２年度には

４５校すべてがコミュニティ・スクールへと移行する予定です。

１５ページを御覧ください。学習指導の充実についてです。地域

の方々等を学習支援員とし、放課後や土曜日等に行う補充学習「く

まなびスクール」を、小学校にも拡充し、全小・中学校で実施しま

した。また、英語ラウンドシステムを導入し、学力向上に取り組み

ました。

また、１６ページから１８ページに、学力・学習調査の結果を掲

載していますが、小学校、中学校ともに良好な結果でした。今後も、

きめ細かな指導の充実を図り、引き続き更なる学力向上を目指しま

す。

次に、２１ページを御覧ください。学校体育の推進についてです。

ラグビーワールドカップ２０１９、東京オリンピック・パラリンピ

ック２０２０に対応しながら、「学力日本一」を目指しており、「く

まがやラグビー・オリパラプロジェクト」を立ち上げ、総合的な学

習の時間において、カリキュラムの改善による汎用的能力等の育成

及び教科横断的な学習の一層の充実を図りました。

３３ページをお願いいたします。教育施設等の整備・活用につい

てです。今年度末までに学校施設の耐震化が完了する予定です。一

方で、多くの施設の老朽化が進んでいることから、今後は、校舎の

老朽化対策として、大規模改修工事やトイレ整備工事等を行いま

す。また、公共施設アセットマネジメント基本方針を踏まえ、教育
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施設の長寿命化計画を作成します。

５４ページをお願いいたします。生涯学習の推進についてです。公

民館の生涯学習講座等の実施状況は概ね良好でした。また、熊谷市ス

ポーツ・文化村「くまぴあ」は、平成２８年度に第３期工事が完了し、

平成２９年４月にグランドオープンしました。利用状況につきまして

は、前年度の同時期の利用実績を上回っており、多くの方々に御利用

いただいています。また、利用者サービスの向上と効率的な運営を図

るため、グランドオープンに併せ、今年度から、指定管理者制度を導

入しました。

次に、５９ページをお願いいたします。図書館利用の促進につい

てです。昨年度、図書館システムの更新に併せ、ＩＣタグ及び電子

書籍を導入し、貸出・返却手続きの簡素化・迅速化等サービ向上を

図りました。今後もさらなるサービスの充実に取り組んでまいりま

す。

７７ページをお願いいたします。文化財の保護・継承についてで

す。文化財所有者や保持団体への支援、体験学習の充実、積極的な

情報発信により、地域の文化遺産の保護・保存意識の醸成を図りま

した。また、指定文化財の計画的・適切な保存措置を講じ、特に長

らく懸案でありました、西別府地内に所在する幡羅官衙（はらかん

が）遺跡群が国指定記念物史跡として指定されることとなりまし

た。

主な事業の説明につきましては以上です。

続きまして今後の予定です。本日以降も御意見等がございました

ら、１月２２日までに教育総務課までお知らせください。御意見等

をいただき、また、各課所館においても修正を加えて完成した報告

書を、２月定例教育委員会で御承認いただきましたら、２月中に印

刷し、３月市議会定例会で報告し、市議会終了後の３月下旬に、市

ホームページに掲載し公開する予定でございます。点検・評価につ

きましては以上でございます。

今、何か（御質問は）ありますか。

質問を含めまして、２０ページですが、「くまがやコンピュータ

学習カルテ」というのは、紙ですか。

ファイルで閉じこむ形で、小学校におけるコンピュータで学んだ

内容をカルテにしたものを、中学校に引き継ぐように作成してある

ものです。

個人別ですか。

それぞれの児童に渡せるようになっています。

「誰々の学習結果」が引き継げるということですね。わかりまし
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た。

それから、５５ページ、くまぴあのところで、「指定管理者制度

を導入し」とありますが、現状で、文化創造館が指定管理者制度に

なっていて、教育委員会部局として、熊谷市から管理を任され、民

間の財団法人が受けていますが、このくまぴあの指定管理を受けて

いる法人はどちらですか。

アイル・オーエンスといいまして、一般の企業の共同体に、指定

管理でお願いをしています。

大事な熊谷市独自のくまぴあですので、指定管理者制度を少し説

明しておくと、そういう構造で、機構、機関が成り立っているのが

わかると思います。そういう説明が必要かと思います。

それから、全体的な話ですが、長年立派なものを作成し、最後に有

識者の御意見を頂き、報告し公開していますので、報告の対象者は、

市民ということになります。そこで、熊谷市総合振興計画書作成の際

にも申し上げましたが、目次を新しい目で変えていかないと、内容が

永久に同じになってしまいますので、中身を見直す一番分かりやすい

着眼点だと思います。

熊谷市教育委員会が所管、管理している、例えば指定管理を含めて、

すべてのものが網羅されているということが、大事だと思います。

もう一つは、熊谷市教育委員会が所管している、過日残念ながら事

故が起こったような会議（体）の管理、関わりについて、市民は教育

委員会が関わっている会議にどのようなものがあるかすらも、総合的

に把握できない。教育委員会が管理、支援、関連している会議を、そ

れに関する評価は不要ですが、市民にお知らせするのは、非常に大事

かなと。

９２ページにある総合教育会議のような書き方を、名称だけでもと

いうことですね。

どういう会議があるか、どんな意味合いをもっているかということ

を（市民に知らせる）というのは、大事だと思います。

指定管理者制度の相手先も、そういう構造になっているのかという

のがわかると思います。我々の管理範囲内に入っている（会議等の記

載）、そういうものもあったら、この評価報告書ももっといいものに

なるのではないでしょうか。

５年分の報告書ですが、今後新たに何年後に何をするのかという今

後の方針を入れるのもいいのでは。点検だけでなく、その先どうする

のかというのも入れないのでしょうか。

それぞれの施策のなかで、総合評価と今後の取組みということで、

それぞれの項目ごとに入っていますが、全体的には載せていない部分
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もあります。

毎年、３年目、４年目といただきますが、読む側とするともう少

し欲しいという感じです。Ａ評価はいいにしても、Ｂ評価について

は、今後どうしていくかということについてもう少しボリュームが

あってもいいのではないかと思います。

総合振興計画との関わりがあり、その下に点検評価があります。

現在、総合振興計画を策定中です。

４ページ、５ページに指針と施策というのがありますが、これ自

体、総合振興計画が来年度からになるので、今年の４月から若干変

わります。

今年の４月からなので、詰めの段階に入っている状況です。

アセットマネジメントは総合振興基本計画に入っていますか。

入っています。総合振興計画は、１２月（市議会）に基本構想の

方は議案として出して、計画の方は議会にかけないですが、それを

もとにして、パブリックコメントなどを行って今年の４月からそれ

を実施していくという形になります。

総合振興計画と熊谷市教育振興基本計画が同時にできます。

委員の皆さんから何かございますか。

ないようですので、これをもちまして、平成３０年１月定例教育

委員会を閉会します。

（１２時３０分 閉会）

署名 教育長 野原 晃

委 員 齋藤 洪太


